
 
 
 
 
 

１１月の道徳の日「人権学習」 
  
参観日での子どもたちの様子はいかがでしたか。ワークシートには、人生の先輩としての深い言葉や、励

ましのコメントをありがとうございました。 
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普段、自分たちが親切で行っていることと、相手の反応（お礼がないなど）を振り返ることで、

自分本位の親切ではなく、相手がしてほしいことをする親切について考えることができました。 

一本橋でくまに抱き上げて渡してもらったおおかみ

の気持ちを考えることで、だれにでもやさしく接する

ことの大切さを考えました。やさしい行動をすると、

自分も相手もいい気持ちになることを感じ取っていま

した。 

「およげないりすさん」から、友た

ちが苦手なことは、みんなで助け合

いながら一緒に遊ぶ方がずっと楽し

い気持ちになれることを学びまし

た。役割演技では互いの気持ちを伝

え合うことで、相手の立場に立って

考える大切さも学ぶことができまし

た。 



（お家の方から） 
 
 
 
 
 
 

 

人権集会（１２月４日） 
 
「友だちの気持ちを考え、笑顔の輪を広げよう」をテーマに、人権月間（11 月）
中に学んだことや学級での取組の成果を発表しました。各学年の発表をみて、今
後の自分のありようを考えることができました。 

誰かに見られているからではなく、誰に対しても親切な心をもって行動することの大切さを学

ぶことができました。 

 

 

 

（お家の人から） 

（お家の人から） 

はじめは「知らない人だから何もでき

ない。」と考えていた児童も、友だちとの

意見交流を通して、「声をかけることな

らできそう。」と、自分にできそうな事を

見つけることができました。また、役割

演技を通して、相手の気持ちや立場を考

えることの大切さに気付きました。 

  

   

 誰に対しても優しく、親切に関わる大切さを学びました。子どもたちのふり返りには、「人

を思いやる気持ちが大切だと思いました。」、「親切に接するには、ときには勇気も必要なんだ

と分かりました。」と書いていました。 

 

 


